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Ｏ
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Ｂ

消
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長
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市
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岡
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一
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２
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ガ
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Ａ
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学
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中
Ｂ

通
中
男
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Ｂ

仙
崎
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男
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テ
ニ
ス
部

仙
崎
中
野
球
部
Ａ

仙
崎
中
１
年
部
活
Ｍ
Ｉ
Ｘ

仙
崎
中
野
球
部
Ｂ

中
学
・
高
校
女
子

大
津
高
・
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ

大
津
高
・
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

仙
崎
中
学
校

俵
山
中
女
子
テ
ニ
ス
部

深
川
中
Ａ

通
中
女
子
Ａ

仙
崎
中
女
子
バ
レ
ー
部

長
門
総
合
病
院
Ａ

大
畑
走
ろ
う
会

Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
陸
上
部
Ｃ

オ
ー
ル
ド
ラ
ガ
ー
ズ

長
門
ノ
ー
サ
イ
ド
Ｂ

長
門
ク
ラ
ブ
野
球
Ｂ

ク
ロ
セ
㈱

長
門
大
津
農
協
Ｂ

水
研
Ｍ
Ｂ
Ｃ

小
学
生

仙
崎
Ｒ
Ｃ
み
す
ゞ
Ａ

長
門
陸
上
ス
ポ
少
Ａ

明
倫
プ
ル
コ
ギ
ス
タ
ー
ズ

長
門
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
Ａ

仙
崎
Ｒ
Ｃ
み
す
ゞ
Ｂ

長
門
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
Ｂ

１
月
27
日
、『
第
54
回
長
門
市
民
駅
伝
大
会
』
が
開
催

さ
れ
、
100
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
長
門
市
体
育
協

会
の
梶
山
公
則
会
長
が
選
手
を
激
励
。
男
子
、
中
学
・

高
校
女
子
の
部
が
通
１
区
・
村
田
造
船
所
前
を
、
一
般

女
子
、
小
学
生
の
部
が
本
町
・
仙
崎
人
口
島
入
口
交
差

点
を
、
そ
れ
ぞ
れ
号
砲
を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
時
折
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
沿
道
に
駆
け
つ
け
た
市
民
か
ら
の
大
き
な

声
援
を
背
に
、
６
区
間
20
・
53
km
（
小
学
生
・
一
般
女

子
は
10
・
22
km
）
の
コ
ー
ス
を
力
走
。
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

10
・
22
km
の
部
は
、「
仙
崎
Ｒ
Ｃ
み
す
ゞ
Ａ
」
が
５
年

連
続
の
総
合
優
勝
、
20
・
53
km
の
部
は
、「
大
津
高
校
陸

上
部
Ａ
」
が
総
合
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
長
門
市
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、
各
部
門
の
上
位

３
チ
ー
ム
と
区
間
賞
受
賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

仙
崎
Ｒ
Ｃ
み
す
ゞ
Ｃ

長
門
陸
上
ス
ポ
少
Ｂ

向
陽
ソ
フ
ト
ス
ポ
少

油
谷
陸
上
ス
タ
ー
ズ

仙
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
Ｂ

Ｙ
Ｒ
Ｃ

俊
足
Ｈ
Ｅ
Ｋ
Ｉ

仙
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
Ａ

一
般
女
子

深
川
小
す
み
れ
会

Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
陸
上
部
Ｄ

長
門
総
合
病
院
Ｂ

岡
田
病
院

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
女
子

長
門
総
合
病
院
Ａ

仙
小
な
で
し
こ

チ
ー
ム
順
位
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

助
成
上
限
額
の
変
更

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
用

の
半
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
20
年
度
か
ら
助
成
上
限
額
を
１
万

円
に
変
更
し
ま
す
。（
現
行
助
成
上

限
額：

１
万
５
千
円
）

変
更
日
前
後
の
取
り
扱
い
に
つ
て

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
助
成
上
限
額

・
平
成
20
年
３
／
31
ま
で
に
申
請
し

受
理
さ
れ
た
も
の

上
限
　
１
５
、
０
０
０
円

・
平
成
20
年
４
／
１
以
降
に
申
請
し

受
理
さ
れ
た
も
の

上
限
　
１
０
、
０
０
０
円

※
助
成
対
象
…
６
歳
未
満
の
お
子
様

１
人
に
つ
き
１
回

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
児
童
福
祉
係

市
立
図
書
館

嘱
託
司
書
職
員
募
集

市
立
図
書
館
で
は
、
次
の
と
お
り

嘱
託
司
書
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
／
人
員

図
書
館
業
務
／
２
名

（
平
成
20
年
４
月
採
用
）

■
資
格
要
件

昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、長
門
市
内
に
居
住
し
、

図
書
館
司
書
資
格
お
よ
び
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

■
試
験
方
法
　
面
接
試
験

■
試
験
予
定
日
　
３
／
２
（日）

■
試
験
会
場
等

別
途
応
募
者
に
通
知
し
ま
す

■
申
込
方
法

履
歴
書
に
図
書
館
司
書
資
格
証
明

書
の
写
し
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

書
を
添
付
し
、
市
立
図
書
館
に
持

参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限

２
／
24
（日）

17：

00
（
必
着
）

特
別
弔
慰
金
が支

給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８

回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万

円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
で
す
。
く

わ
し
く
は
地
域
福
祉
係
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

（１）
弔
慰
金
の
受
給
権
者

（２）
戦
没
者
等
の
子

（３）
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が

同
じ
で
あ
る
　
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（４）
左
記
（３）
以
外
の
　
①
父
母

②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（５）
左
記
（１）
か
ら
（４）
以
外
の
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
３
親
等
内
の
親
族

■
請
求
窓
口

長
門
市
役
所
地
域
福
祉
課

三
隅
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

日
置
総
合
支
所
保
健
セ
ン
タ
ー

油
谷
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
開
館
時
間
９：

30
〜
18：

00

（
土
・
日
は
17：

00
ま
で
）

■
そ
の
他

応
募
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4106
長
門
市
仙
崎
441
‐
１

長
門
市
立
図
書
館

h
ttp
://w

w
w
.lib
-n
a
g
a
to
.jp
/

各
出
張
所

■
そ
の
他

請
求
期
限
は
３
／
31
（月）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
請
求
手
続
き
が
ま

だ
の
人
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
地
域
福
祉
係

街

頭

献

血

長
門
市
消
防
本
部
で
は
、
（財）
日
本

防
火
協
会
「
平
成
19
年
度
民
間
防
火

組
織
等
の
防
火
防
災
普
及
啓
発
推
進

助
成
事
業
」（
自
治
宝
く
じ
助
成
）

に
よ
り
、
模
擬
消
火
訓
練
装
置
「
消

火
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

こ
の
装
置
は
、
天
ぷ
ら
油
火
災
を

想
定
し
た
モ
ニ
タ
ー
に
模
擬
消
火
器

の
赤
外
線
ビ
ー
ム
を
当
て
る
こ
と
に

よ
り
消
火
を
体
験
す
る
も
の
で
、
消

火
器
の
正
し
い
使
用
法
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
内
に
お
い
て
も
消
火
訓
練
が
で

き
、
今
後
の
避
難
訓
練
等
に
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
調
査
指
導
係

TEL
22
‐
５
２
９
７

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す

る
人

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
市
役
所
本
庁
都

市
建
設
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
経

済
施
設
課
に
提
出

■
必
要
書
類

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
分
の

住
民
票
、
所
得
課
税
証
明
書
、
完

納
証
明
書

・
そ
の
他
必
要
な
証
明
書
類

■
受
付
期
間
　
２
／
15
（金）
〜
26
（火）

■
入
居
可
能
時
期

３
月
中
旬
以
降

■
そ
の
他

１
回
の
募
集
で
、
１
世
帯
に
つ
き

１
戸
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
管
理
係

三
隅
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
43
‐
０
２
７
７

日
置
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
37
‐
２
１
９
３

油
谷
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
32
‐
１
１
１
４

油
谷
文
化
祭
・

日
置
生
涯
学
習
の
つ
ど
い

油
谷
の
文
化
を
高
め
る
会
、
油
谷

中
央
公
民
館
お
よ
び
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
「
油
谷
文
化

祭
・
日
置
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
３
／
１
（土）
・
２
（日）

■
場
所
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
入
場
料

無
料

■
内
容
・
日
程

・
３
／
１
（土）

14：

00
〜

劇
団
未
来

「
パ
ペ
ッ
ト
じ
い
さ
ん
の
い
す
」

日
置
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
よ
る
約
１
時
間
の
劇
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
感

動
し
て
み
ま
せ
ん
か

・
３
／
２
（日）

９：

00
〜
15：

00

生
涯
学
習
団
体
の
発
表

油
谷
・
日
置
地
区
で
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
が
、
生
涯
学
習
の
取
り
組

み
を
発
表
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

油
谷
中
央
公
民
館

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

TEL
37
‐
２
３
４
０

■
開
催
日
　
２
／
29
（金）

■
場
所
・
時
間
　

日
置
総
合
支
所
東
庁
舎
会
議
室

９：

30
〜
12：

00

油
谷
総
合
支
所

14：

00
〜
16：

00

■
そ
の
他

・
400
ml
、
200
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

・
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

近
年
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
な
ど
、
各
地
で
大
規
模

な
地
震
が
発
生
し
、
地
震
は
い
つ
ど
こ

で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
し
、

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被

害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
『
長
門
市
耐
震

改
修
促
進
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
市
民
公
募
）
制
度
に
よ
り
「
長

門
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
（案）
」
に
対
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方
・
論
点

①
平
成
27
年
度
（
ま
で
の
期
間
）
に
お

け
る
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
率
の

目
標
を
、県
に
準
じ
て
住
宅
を
90
％
、

多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
を

80
％
と
す
る

②
所
有
者
、
建
築
関
係
技
術
者
、
行
政

機
関
等
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ

た
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
決
定
、

お
よ
び
総
合
的
な
安
全
対
策
に
関

す
る
事
業
の
推
進
を
図
る

③
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性

の
向
上
に
関
す
る
啓
発
、
お
よ
び
知

識
の
普
及
に
努
め
、
耐
震
改
修
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
目
指
す

④
耐
震
診
断
、
改
修
に
関
す
る
指
導
、

助
言
を
行
う
と
同
時
に
、
所
管
行
政

庁
と
連
携
し
、
建
築
基
準
法
に
よ
る

勧
告
、
命
令
等
を
行
う

⑤
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
促
進
に
関

す
る
情
報
交
換
、
施
策
の
検
討
等
を

行
う
と
と
も
に
、
地
震
保
険
の
加
入

促
進
等
を
行
う

募
集
要
領

■
募
集
期
間

２
／
15
（金）
〜
３
／
17
（月）

■
募
集
内
容

「
長
門
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
（案）
」

に
対
す
る
意
見

■
意
見
の
提
出
方
法

市
役
所
本
庁
都

市
建
設
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る

■
そ
の
他

意
見
に
は
住
所
・
氏
名
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

■
素
案
の
備
え
付
け
場
所

市
役
所
本
庁
３
階
行
政
情
報
閲
覧
コ

ー
ナ
ー
、
本
庁
都
市
建
設
課
、
各

総
合
支
所
経
済
施
設
課

※
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し

て
い
ま
す

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
建
設
部

都
市
建
設
課
管
理
係

TEL
23
‐
１
１
４
７

FAX
22
‐
５
１
５
５

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kensetsu.kanri@
city.nagato.lg.jp

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.

n
a
g
a
to
.ya
m
a
g
u
c
h
i.jp

宝
く
じ
助
成
事
業

模
擬
消
火
訓
練
装
置

消
火
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

を
導
入
し
ま
し
た



不
動
産
の
公
売

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、
入

札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

■
入
札
日
時
／
場
所
　

・
３
／
18
（火）

10：

00

受
付
開
始

10：

30

入
札
開
始

（
入
札
開
始
以
降
の
入
場
不
可
）

・
長
門
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■
公
売
物
件
　
土
地
お
よ
び
建
物

【
物
件
①
】

土
地
（
557
・
12
㎡
）

・
東
深
川
971
‐
４
　
宅
地
166
・
94
㎡

・
東
深
川
971
‐
５
　
宅
地
318
・
28
㎡

・
東
深
川
971
‐
17

宅
地
71
・
90
㎡

建
物東

深
川
971
‐
５

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
陸
屋
根

地
下
１
階
付
３
階
建

１
階
　
　
　
308
・
66
㎡

２
階
　
　
　
266
・
15
㎡

３
階
　
　
　
272
・
63
㎡

地
下
１
階
　
14
・
62
㎡

合
計
　
　
　
862
・
06
㎡

見
積
価
格
　

590
万
円

公
売
保
証
金

60
万
円

【
物
件
②
】

土
地

・
油
谷
新
別
名
130
‐
１
　

田
3277
㎡

見
積
価
格
　

72
万
円

差
押
え
物
件
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

市
で
は
主
な
自
主
財
源
で
あ
る
税

収
入
の
確
保
と
納
税
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
市
税
等
の
滞
納
に
よ
っ
て

差
押
え
た
物
件
を
、
ヤ
フ
ー
株
式
会

社
の
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
を
利
用
し
て
公
売
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
広

く
公
売
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
全
国
か
ら
多
数
の

人
が
入
札
に
参
加
で
き
、
通
常
の

入
札
で
は
売
却
が
困
難
で
あ
っ
た

物
件
の
売
却
が
期
待
で
き
ま
す

■
申
込
方
法

入
札
参
加
申
込
期
間
中
に
ヤ
フ
ー

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
画
面
上

か
ら
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
物
件
毎
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

■
実
施
場
所

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
上

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

h
ttp
://ko

u
b
a
i.a
u
c
tio
n
s.

ya
h
o
o
.c
o
.jp
/

第
２
回
長
門
市

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
概
要

■
公
売
物
件

軽
自
動
車
・
碁
盤
・
萩
焼
・
古
銭

な
ど
17
点

■
入
札
申
込
期
間
　

２
／
14
（木）
13：

00
か
ら

２
／
28
（木）
17：

00
ま
で

■
下
見
会
（
左
記
以
外
に
公
売
財
産

を
直
接
ご
覧
に
な
る
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
）

①
軽
自
動
車

・
日
時
　
２
／
21
（木）10：

00
〜
15：

00

・
会
場
　
三
隅
総
合
支
所
税
務
係

②
そ
の
他
の
動
産

・
日
時
　
２
／
22
（金）10：

00
〜
15：

00

・
会
場
　
日
置
総
合
支
所
大
会
議
室

■
入
札
（
せ
り
売
り
）
期
間

３
／
４
（火）
13：

00
か
ら

３
／
６
（木）
14：

30
ま
で

■
そ
の
他

税
の
完
納
な
ど
に
よ
り
公
売
が
中

止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
徴
収
係

公
売
保
証
金

８
万
円

■
そ
の
他

・
物
件
②
の
土
地
は
買
受
適
格
証
明

書
が
必
要
で
す
。
ま
た
土
地
改
良

区
の
運
営
賦
課
金
、
償
還
金
等
が

土
地
改
良
区
か
ら
請
求
さ
れ
ま
す

・
市
税
な
ど
の
納
付
に
よ
り
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
不
動
産
の
買
受
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
必
ず
備
え
付
け
の
資
料
を
ご

覧
の
上
、
現
地
調
査
す
る
な
ど
し

て
入
札
し
て
く
だ
さ
い

・
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
徴
収
係

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
は
、
中
小
企
業

で
働
く
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
の

向
上
を
目
的
と
し
、
県
下
全
域
で
実

施
さ
れ
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測

に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ
ら

に
結
婚
・
出
産
・
銀
婚
・
小
中
高
校

入
学
祝
い
金
も
給
付
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め

に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合

は
、
税
法
上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

■
加
入
要
件
　
県
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
先
が
あ
る
中
小
企
業
の
勤
労

者
で
契
約
発
効
日
の
前
日
ま
で
健

康
な
人

■
一
ヶ
月
の
掛
金

・
１
型
　
　
　
　
　
４
５
０
円

・
２
型
　
　
　
　
　
９
０
０
円

・
３
型
　
　
　
１
、
５
０
０
円

・
４
型
　
　
　
２
、
０
０
０
円

・
高
齢
者
型
　
　
　
４
５
０
円

※
さ
ら
に
１
型
か
ら
４
型
に
加
入
さ

れ
た
契
約
者
の
配
偶
者
お
よ
び
お

子
さ
ん
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
（
５
０

０
円
）
に
加
入
で
き
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
係

料理研究家。管理栄養士。
｢はなまるマーケット｣、｢生活ほっとモーニ
ング｣、｢おもいっきりテレビ｣などテレビで
おなじみの空飛ぶ料理研究家。2006年の講
演回数は106回、テレビ・ラジオ、雑誌新聞
などの出演回数は200回、いままでに出版し
た著書は170冊500万部と精力的に仕事をこ
なす。“食べる”総合的学習として、教育現
場で子どもたちに｢お料理手品｣を、３才児
には、ミニシェフクラブ親子クラスを、高齢
者などシニア向けには｢１人分でもおいしく
できる一汁二菜｣など、健康な食生活・食べ
力をつけることへの提案に情熱を注ぐ。

講 師 村 上
む ら か み

祥 子
さ ち こ

● 日時　３月１日（土） 13：30～16：00
13：30～ 開会行事　13：40～ 講演　15：30～ 試食　

● 場所　長門市中央公民館　大講堂

● 講師　村 上
む ら か み

祥 子
さ ち こ

さん（空飛ぶ料理研究家・管理栄養士）
● 演題「長門の食」これからの食 ～子どもたちに「食

た

べ力
ぢから

」を！～
● 入場料　無料（事前申し込みが必要です）
● 申込方法　参加希望者の住所、氏名、電話番号をTEL、FAXまたは

電子メール、はがきで健康増進課へお知らせください
● 申込締切　２月25日（月）
● 申し込み・問い合わせ　〒759-4192 長門市東深川1326-6

長門市役所 健康増進課 母子保健係（長門市保健センター）
TEL 23-1132 FAX 23-1168 E-mail  boshi@city.nagato.lg.jp

｢食べる力は生きる力」。｢食べ力
ぢから

｣は大人が子どもに伝えることのできる、
いちばん命の長い贈りもの。電子レンジの手品師と一緒に｢自分で作るこ
とが最高の味付け｣であることを学びましょう。

み
す
ゞ
児
童
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
で
は
「
み

す
ゞ
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作

品
展
」
を
開
催
中
で
す
。

市
教
育
委
員
会
主
催
の
同
コ
ン
ク

ー
ル
も
第
21
回
目
を
迎
え
、
今
年
度

は
市
内
13
の
小
学
校
か
ら
、「
曼
珠

沙
華
」
や
「
魚
の
嫁
入
り
」、「
叱
ら

れ
る
兄
さ
ん
」
な
ど
金
子
み
す
ゞ
の

詩
６
編
を
課
題
に
し
た
感
想
文
、
感

想
画
、
自
由
詩
の
３
部
門
に
315
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
「
最
優
秀

賞
」、「
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
た
34
点

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
　
３
／
31
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

青
年
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集

内
閣
府
で
は
、
平
成
20
年
度
に
実

施
す
る
国
際
交
流
事
業
へ
の
参
加
青

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
事
業

国
際
青
年
育
成
交
流
、
日
中
青
年

親
善
交
流
、日
韓
青
年
親
善
交
流
、

世
界
青
年
の
船
、
東
南
ア
ジ
ア
青

年
の
船

■
対
象
年
齢
　
18
〜
30
歳

■
受
付
期
間
　
３
／
21
（金）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
国
際
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
３
４
３

長
門
産
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
「
仙
崎
イ

カ
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
称
が
「
仙
丸
（
せ
ん
ま
る
）」
に

決
定
し
ま
し
た
。

愛
称
は
仙
崎
イ
カ
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
（
会
長
／
津
室
喜
久
山
口

県
漁
協
山
口
な
が
と
統
括
支
店
運
営

委
員
長
）
が
募
集
し
た
も
の
で
、
全

国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
131
点
を
同
協

議
会
委
員
８
人
お
よ
び
長
門
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
３
人
で
審
査
し
、
最

優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
３
点
を
選
定

し
ま
し
た
。

仙
崎
イ
カ
マ
ス
コ
ッ
ト
「
仙
丸
」

は
、
今
後
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ

な
ど
に
使
用
し
、
仙
崎
イ
カ
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

■
愛
称
「
仙
丸
（
せ
ん
ま
る
）」

■
選
定
理
由

・
単
独
で
使
用
し
て
も
「
仙
崎
」
を

連
想
す
る
こ
と
が
で
き
る

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

丸
々
太
っ
た
肉
厚
な
感
じ
が
「
丸
」

の
字
に
シ
ン
プ
ル
に
表
現
さ
れ
て

い
る

・
呼
び
や
す
く
親
し
み
や
す
い
愛
称

で
あ
り
、
仙
崎
イ
カ
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
そ
う
な
元
気
が
感

じ
ら
れ
る

■
選
考
結
果
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

「
仙
丸
」
桶
田
敏
治
（
宇
部
市
）

優
秀
賞

「
イ
カ
丸
」
赤
羽
和
親
（
川
崎
市
）

「
イ
カ
リ
ン
」

深
川
　
操
（
日
置
上
長
崎
）

「
仙
吉
く
ん
」

今
津
真
須
美
（
三
隅
下
向
開
作
）

■
問
い
合
わ
せ

仙
崎
イ
カ
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
事
務
局

（
長
門
市
役
所
水
産
課
内
）

TEL
23
‐
１
１
４
５



「
税
理
士
記
念
日
」

税
の
無
料
相
談
会

２
月
23
日
は
税
理
士
記
念
日
で

す
。中
国
税
理
士
会
長
門
支
部
で
は
、

税
の
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
／
23
（土）10：

00
〜
16：

00

■
場
所
　
ウ
ェ
ー
ブ

地
下
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
相
談
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

中
国
税
理
士
会
長
門
支
部（
田
邊
）

TEL
22
‐
３
０
７
３

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
外
地
等
か
ら
の
引
揚
者
「
ご
本

人
」
に
慰
籍
の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
総
理
大
臣

名
の
書
状
等
を
受
け
た
人
、
受
け
る

資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
請

求
さ
れ
て
い
な
い
人
も
対
象
で
す
。

請
求
書
は
、
市
役
所
本
庁
地
域
福

祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

市
長
賞

清
谷
　
一
恵
（
工
芸
・
日
置
上
）

市
議
会
議
長
賞

馬
場
　
香
織
（
書
・
萩
市
）

市
教
育
長
賞

橋
本
千
鶴
子
（
絵
画
・
西
深
川
）

長
門
文
化
協
会
長
賞

杉
山
　
和
郎
（
写
真
・
渋
木
）

２
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で「
第
14
回
長
門
市
美
術
展
」が
開
催
さ
れ
、
工
芸
・
彫
塑
、書
、絵
画
、

写
真
の
４
部
門
に
131
点
の
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▲左から杉山さん（文化協会長賞）、清谷さん（市長賞）、
馬場さん（議長賞）、橋本さん（教育長賞）

佳
　
作

福
田
　
靖
子
（
工
芸
・
美
祢
市
）

岩
城
　
桂
子
（
工
芸
・
西
深
川
）

村
田
佐
保
子
（
工
芸
・
東
深
川
）

松
本
　
実
佳
（
書
・
油
谷
川
尻
）

田
原
　
恵
子
（
書
・
深
川
湯
本
）

大
同
　
那
美
（
書
・
西
深
川
）

阿
武
　
三
男
（
絵
画
・
東
深
川
）

白
石
　
悦
子
（
絵
画
・
通
）

松
永
　
和
恵
（
絵
画
・
東
深
川
）

重
村
　
長
治
（
写
真
・
日
置
上
）

木
村
　
　
道
（
写
真
・
深
川
湯
本
）

河
口
　
典
子
（
写
真
・
油
谷
津
黄
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
文
化
振
興
係

TEL
23
‐
１
１
１
５

特
　
選

梶
山
　
夏
代
（
工
芸
・
渋
木
）

岸
根
　
正
明
（
工
芸
・
仙
崎
）

中
村
　
典
子
（
書
・
日
置
中
）

大
林
こ
の
え
（
書
・
西
深
川
）

柴
田
　
昌
俊
（
絵
画
・
油
谷
新
別
名
）

小
川
　
浩
一
（
絵
画
・
日
置
上
）

大
谷
　
正
則
（
写
真
・
三
隅
中
）

藤
　
　
明
（
写
真
・
油
谷
川
尻
）

入
　
選

永
田
　
恭
章
（
工
芸
・
東
深
川
）

坂
倉
美
都
子
（
工
芸
・
東
深
川
）

森
福
千
恵
子
（
工
芸
・
油
谷
河
原
）

岡
本
由
貴
美
（
書
・
油
谷
川
尻
）

和
田
一
二
美
（
書
・
三
隅
下
）

西
村
惠
美
子
（
書
・
日
置
中
）

河
野
　
和
男
（
絵
画
・
東
深
川
）

上
野
ハ
ツ
キ
（
絵
画
・
東
深
川
）

井
出
　
啓
一
（
絵
画
・
日
置
中
）

保
坂
　
富
弥
（
写
真
・
油
谷
蔵
小
田
）

江
本
　
博
美
（
写
真
・
西
深
川
）

宮
　
　
　
茂
（
写
真
・
油
谷
河
原
）

交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
す
日

記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以
降
、
全

国
で
毎
日
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
毎
年
、
国
民
の
100
人
に
１
人
が

交
通
事
故
で
死
傷
す
る
と
い
う
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
受
け
、
先
月
、
国
民

の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め
、
中
央
交
通
安
全
対
策
会
議

交
通
対
策
本
部
に
お
い
て
２
月
20
日

と
４
月
10
日
を
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
と
定
め
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会
に

お
い
て
も
、
こ
の
日
に
あ
た
り
広
報

活
動
や
街
頭
活
動
な
ど
の
特
別
キ
ャ

全
国
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い

一
般
参
加
者
募
集

維
新
百
年
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ

る
「
第
19
回
全
国
み
ど
り
の
愛
護
の

つ
ど
い
」
へ
の
一
般
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
で
は
、
緑
化
活
動
の

事
例
発
表
や
緑
化
功
労
者
の
表
彰
、

記
念
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
多
数
の
人
が
来
場
さ
れ
る
予
定
で

す
。
み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
開
催
日
　
４
／
19
（土）

■
会
場
　
維
新
百
年
記
念
公
園

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
人
　
※
中
学
生
以
下
の
参

加
者
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

■
応
募
方
法

①
市
役
所
本
庁
都
市
建
設
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
経
済
施
設
課
に
備
え

付
け
の
応
募
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
郵
送

②
山
口
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み

■
応
募
期
限
　
２
／
29
（金）
（
必
着
）

■
定
員
　
1000
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
／
３
月
中
旬
ま
で
に
当

選
者
に
参
加
決
定
通
知
を
送
付
し

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
入
場
料
　
無
料

■
そ
の
他

・
参
加
決
定
通
知
を
受
け
た
ご
本
人

の
み
入
場
で
き
ま
す
（
入
場
時
に

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
）

・
会
場
に
は
一
般
参
加
者
の
駐
車
場

を
用
意
し
て
い
な
い
た
め
、
自
家

用
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

山
口
県
庁
ま
た
は
山
口
県
国
際
交

流
協
会
に
駐
車
の
う
え
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

第
19
回
全
国
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い

山
口
県
本
部
事
務
局

（
山
口
県
都
市
計
画
課
内
）

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
４
６

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/
cm
s/a18400/m

idori/koubo.htm
l

２月は
固定資産税第４期分

の納期月です。
2月29日（金）が納期限になっ
ていますので、早めに納付をお
願いします。また、2月29日が
口座振替日になっていますの
で、残高確認をお願いします。

や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画

推
進
事
業
者
募
集

山
口
県
で
は
、
社
会
全
体
で
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
気
運
の
醸
成

を
図
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
に
向

け
た
自
主
的
な
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
む
事
業
者
・
団
体
等
を
認
証
し
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
「
や
ま
ぐ
ち

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
」
認
証

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
県
が
行
う
支
援

は
、
広
報
に
よ
る
支
援
や
入
札
評
価

に
よ
る
支
援
な
ど
で
す
。
多
く
の
事

業
者
・
団
体
等
の
皆
さ
ん
の
申
請
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
認
証
要
件
や

申
請
方
法
、
支
援
内
容
等
く
わ
し
く

は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
男
女
共
同
参
画
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
３
０

h
ttp
://w

w
w
.d
a
n
jo
.p
re
f.

ya
m
a
g
u
c
h
i.lg
.jp

予
備
自
衛
官
補
募
集

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
で

は
、予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
区
分

一
般
公
募
お
よ
び
技
能
公
募

■
採
用
対
象

自
衛
官
未
経
験
者

■
対
象
年
齢

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

・
技
能
公
募
　
18
歳
以
上
、
技
能
に

応
じ
て
53
〜
55
歳
未
満
　

■
受
付
締
切
　
４
／
14
（月）

■
試
験
日
　
　
４
／
19
（土）

■
試
験
場
所

・
一
般
公
募
　
山
口
市

・
技
能
公
募
　
兵
庫
県
伊
丹
市

■
問
い
合
わ
せ

〒
758
‐
0025

萩
市
土
原
490
‐
３

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
　

■
問
い
合
わ
せ

交
通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会

（
山
口
県
地
域
安
心
・
安
全
推
進
室
）

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
１
９

は
じ
ま
り
ま
す
！確

定
申
告

国
税
局
・
税
務
署
で
は
、
申
告
書

の
自
書
作
成
と
早
期
提
出
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
正

し
く
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
ま
し

ょ
う
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
さ
ら
に
便

利
で
使
い
や
す
く
な
っ
た
ｅ
‐
Tax
で

・
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直

接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す

・
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証

明
書
を
付
し
て
期
限
ま
で
に
所
得

税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐
Tax
で
行
う

と
最
高
５
千
円
の
所
得
税
の
税
額

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
19
年
分

ま
た
は
20
年
分
い
ず
れ
か
１
回
）

・
添
付
書
類
が
提
出
不
要

ｅ
‐
Tax
で
申
告
を
行
う
場
合
、
医

療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等

は
提
出
に
代
え
て
記
載
内
容
を
入

力
し
て
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
申
告
期
限
か
ら
３
年
間

添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

ｅ
‐
Tax
は
さ
ら
に
！

・
案
内
サ
イ
ト
の
開
設

送
信
手
順
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
サ
イ
ト
を
ｅ
‐
Tax
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
ま
し
た

・
利
用
者
識
別
番
号
等
の
オ
ン
ラ
イ

ン
発
行

開
始
届
出
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提

出
し
た
場
合
、
利
用
者
識
別
番
号

等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
即
時
に
発
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
確
定
申
告
期
の
24
時
間
受
付

所
得
税
の
申
告
期
限
ま
で
は
、
24

時
間
ｅ
‐
Tax
の
利
用
が
可
能
で
す

・
電
子
申
請
等
証
明
書
制
度
の
創
設

ｅ
‐
Tax
を
利
用
し
て
申
告
・
申
請

等
を
行
っ
た
事
実
お
よ
び
そ
の
内

容
に
つ
い
て
証
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
代
理
送
信
し
た
税
理
士
に
よ
る

証
明
書
の
取
得
は
不
可
）

く
わ
し
く
は
ｅ
‐Tax
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp
/

■
確
定
申
告
期
限

・
所
得
税
　
　
　
　
　
　
３
／
17
（月）

・
消
費
税
・
地
方
消
費
税

３
／
31
（月）

・
贈
与
税
　
　
　
　
　
　
３
／
17
（月）

■
問
い
合
わ
せ

長
門
税
務
署
　
TEL
22
‐
２
４
４
１

資
格
要
件
等
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
請
求
期
限
　
平
成
21
年
３
／
31
（火）

■
問
い
合
わ
せ

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

TEL
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

h
ttp
://w

w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp



※
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
作
成
の
際
、
免
許
証
等

の
ご
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

【
新
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
】

①
１
枚
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
本
館
・
分
館

の
利
用
が
可
能

②
所
蔵
館
に
関
係
な
く
返
却
が
可
能

③
Ｈ
Ｐ
で
分
館
の
資
料
も
検
索
・
予
約
可
能

※
利
用
館
と
所
蔵
館
が
異
な
る
場
合
（
例：

本
館

所
蔵
の
資
料
を
分
館
で
借
り
た
い
場
合
）
は
資

料
を
配
送
す
る
た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す

み
す
ゞ
ト
ー
ク
in
な
が
と
開
催

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
矢
崎
節
夫
館
長
と
上
村

ふ
さ
え
さ
ん
の
対
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
９
日
（日）

13：

00
〜

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

●
定
員
　
先
着
80
人
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
立
図
書
館
　
　
　
TEL
26
‐
５
１
２
３

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
　
　
TEL
26
‐
５
１
５
５

資
料
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

資
料
点
検
の
た
め
、
本
館
は
２
月
26
日
（火）
か

ら
29
日
（金）
ま
で
、
分
館
は
２
月
19
日
（火）
か
ら
22

日
（金）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
図
書

館
業
務
を
す
べ
て
停
止
し
ま
す
の
で
、
電
話
等

に
よ
る
資
料
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
や
分
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
作
業
に
と
も
な
い
、

２
月
28
日
（木）
と
29
日
（金）
は
休
館
し
ま
す
。

新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
稼
動
開
始
！

３
月
１
日
か
ら
本
館
・
分
館
の
利
用
は
１
枚

の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

従
来
の
ゆ
や
分
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
、
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
本
館
用
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
新
し
い
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
利
用
カ
ー

ド
申
込
書
は
ゆ
や
分
館
、
本
館
に
あ
り
ま
す
。

３／１（土）13：30～
「こどもにんぎょう

劇場③日本編
つるのおんがえしほか」

（45分）

３／22（土）13：30～
「やったぜ！
なっとうボーイ③
ニセなっとうボーイ」

（20分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
篤
姫
の
生
涯
」
宮
尾
登
美
子
、「
ウ
エ
ザ
・
リ

ポ
ー
ト
」
宇
江
佐
真
理
、「
目
覚
め
よ
と
彼
の
呼

ぶ
声
が
す
る
」
石
田
衣
良
、「
い
っ
そ
悪
女
」
唯

川
恵
、「
魔
物
（
上
・
下
）」
大
沢
在
昌
、「
マ
ザ
ー

ツ
リ
ー
」
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
警
察

25
時
」
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ウ
ォ
ン
ゴ
ー
、「
天
使
は
容
赦

な
く
殺
す
」
グ
レ
ッ
グ
・
ル
ッ
カ
、「
も
う
、
自
分

年
金
を
作
る
し
か
な
い
！
」
浅
井
隆
、「
そ
う
だ

っ
た
の
か
！
中
国
」
池
上
彰
、「
教
育
基
本
法
の

改
正
で
教
育
は
ど
う
変
わ
る
か
」
高
階
玲
治
、

「
ま
さ
か
！
の
と
き
の
生
き
残
り
塾
」
進
士
徹
、

「
ボ
ケ
な
い
技
術
」
奥
村
歩
、「
ス
キ
ン
ケ
ア
の
常

識
・
非
常
識
」
木
更
容
子
、「
塩
と
ス
パ
イ
ス
の
お

菓
子
」
荻
田
尚
子
、「
堆
肥
・
有
機
質
肥
料
の
基
礎

知
識
」
西
尾
道
徳
、「
セ
ン
サ
と
デ
ジ
カ
メ
で
遊

ぶ
電
子
工
作
入
門
」
光
永
法
明
、「
Ｃ
型
肝
炎
Ｂ

型
肝
炎
」
中
嶋
俊
彰
、「
図
説
・
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ

ー
建
築
」
橋
本
文
隆
、「
絵
封
筒
を
お
く
ろ
う
」
き

た
む
ら
さ
と
し
　
ほ
か

夢をかなえるゾウ
水野　敬也／著
飛鳥新社／出版

主人公は自分の人生
を変えようとします
が、失敗に終わって

しまいます。しかし、ある日突然、ゾ
ウの姿をした“ガネーシャ”という神様
が現れ、「自分が出す課題をこなしてい
けば、必ず成功する」と言います。
果たして主人公の人生は…？

三
隅
川
河
口
か
ら
四
・
五
km
程
上
流
、
湯

免
温
泉
で
知
ら
れ
る
湯
免
地
区
の
南
側
丘
陵

地
帯
に
湯
免
遺
跡
が
あ
る
。

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
二
年
、
通
称
周す

田だ

川ご
う

山や
ま

北
斜
面
の
開
墾
時
に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
昭
和
五
十
三
年
の
県
営
圃
場
整
備
事

業
と
平
成
十
二
年
の
町
道
改
良
工
事
に
伴

い
、
山
口
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
、
弥
生
時
代
前
期
末
（
紀
元
前

二
〇
〇
頃
）
か
ら
十
五
世
紀
頃
ま
で
の
集
落

の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

遺
物
の
う
ち
、
弥
生
時
代
の
も
の
は
、
直

径
約
七
ｍ
の
円
形

え
ん
け
い

竪
穴

た
て
あ
な

住
居
跡
な
ど
と
と
も

に
、
弥
生
式
土
器
や
石
斧

せ

き

ふ

な
ど
の
石
器
類
、

木
の
実
や
木
の
葉
な
ど
食
料
の
一
部
と
見
ら

れ
る
自
然
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
中
で
も
、

直
径
三
十
cm
程
あ
る
弥
生
式
土
器
の
壷
に

は
、
肩
部

け
ん
ぶ

に
木
や
竹
、
骨
あ
る
い
は
貝
殻
な

ど
で
細
や
か
に
描
か
れ
た
沈
線

ち
ん
せ
ん

文も
ん

が
あ
る
。

古
墳
時
代
は
、
方
形

ほ
う
け
い

竪
穴
住
居
跡
が
あ
り
、

北
辺
中
央
部
に
は
粘
土
で
構
築
さ
れ
た
カ
マ

ド
が
確
認
さ
れ
た
。
住
居
跡
か
ら
は
、
土は

師じ

器き

の
鉢は

ち

や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
な
ど
が
出
土
し

た
ほ
か
、
カ
マ
ド
内
に
土
師
器
の
甕か

め

、
甑

こ
し
き

が

破
砕
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
祭
祀

さ
い
し

行
為

の
存
在
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
平
安
時
代
前
期
の
須す

恵え

器き

や
後
期

の
輸
入
磁
器
な
ど
が
出
土
し
た
ほ
か
、
中
世

湯

免

ゆ

め

ん

遺

跡

い

せ

き

発掘調査当時の湯免遺跡（平成12年調査）

湯免遺跡

一
人
乗
り
小
型
漁
船
で
の
船
外
転
落
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
、
一
人
で
小
型
漁
船
を
操
縦
し
漁
を
す
る
場

合
は
、
救
命
胴
衣
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
万
が
一
海
中
に
転

落
し
た
場
合
に
お
い
て
、
皆
さ
ん
の
尊
い
命
を

守
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
小
型
漁
船
に

乗
船
す
る
場
合
の
ほ
か
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

で
の
遊
漁
や
磯
釣
り
の

場
合
な
ど
で
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
相
性
大
全
」
リ
ン
ダ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
、「
イ
チ

ロ
ー
思
考
VS
松
坂
思
考
」
児
玉
光
雄
、「
ガ
ラ
ク

タ
を
捨
て
て
、
ス
ッ
キ
リ
暮
ら
す
」
飯
田
久
恵
、

「
絵
本
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
島
田
洋
七
、

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
や
る
ぜ
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
大
さ

く
せ
ん
」
原
ゆ
た
か
、「
ダ
ッ
ト
さ
ん
」
こ
も
り
ま

こ
と
、「
は
つ
ゆ
き
」
西
片
拓
史
　
ほ
か

尊
い
命
を
守
る
た
め
に

の
掘
立
柱

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

建
物

た
て
も
の

九
棟
の
跡
や
古
墓
も
発
見
さ

れ
、
同
時
に
人
骨
の
一
部
や
副
葬
品
に
用
い

ら
れ
た
杯つ

き

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
遺
物
の
発
見
に
よ
り
、
こ
の
台

地
に
は
永
年
に
亘
っ
て
、
人
が
居
住
し
て
い

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
湯
免
遺
跡
は
、
三

隅
地
域
随
一
の
古
代
遺
跡
で
あ
り
、
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
三
隅
地
域
の
生

活
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
関
の
綾
羅
木
、
土
井
ヶ
浜
遺
跡
に
始
ま

り
、
油
谷
荒
人

あ
ら
ひ
と

遺
跡
、
日
置
の
高
畑

た
か
は
た

遺
跡
、

仙
崎
の
山
上
山

さ
ん
じ
ょ
う
や
ま

古
墳
群
、
そ
し
て
湯
免
遺
跡

と
日
本
海
岸
を
北
上
す
る
が
如
く
、
古
代
人

の
足
跡
を
辿た

ど

る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室
に
湯
免

遺
跡
出
土
品
の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

竪穴住居跡から出土した土器類



１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
54
回

長
門
市
民
駅
伝
大
会
」。
男
子
・
中

学
・
高
校
生
の
部
は
通
・
村
田
造
船
所

前
を
、
小
学
生
・
一
般
女
子
の
部
は
ク

ロ
セ
㈱
仙
崎
作
業
所
前
を
、
同
時
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
、
小
学
生
・
一
般
女

子
の
ス
タ
ー
ト
の
様
子
で
す
。
ス
タ
ー

ト
地
点
に
は
、
１
区
の
ラ
ン
ナ
ー
21
人
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
横
一

線
に
な
ら
び
、
松
林
市
長
の
ピ
ス
ト
ル
の
合
図
と
同
時
に
一
斉
に
駆

け
出
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
多
く
の
市
民
が
駆
け
つ
け
、
懸
命
に
走

る
選
手
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

長
門
市
民
駅
伝
大
会

力
強
い
タ
ス
キ
リ
レ
ー




